「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第4回妊娠期乳幼児期部会　摘録案
１　日　時：平成２１年６月２４日（水）

２　場　所：京都市総合教育センター　第４研修室 
３　参加者：（妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，稲葉，岩佐，黒崎，安藤（木村代理），谷口，中西，
中江，前川，布野，油谷，山内
　　　　　 （全体統括部会）　 　 ：浅野，佐古（藤本代理），中村，長谷川，濱頭
（五十音順・敬称略）
４　次　第: （１）｢支援者用テキスト」の素案について
（２）「学習プログラム」試行実施及び活用場所について
（３）親情報冊子（案）の内容等について

（４）その他
　　　　　　　　  

１　「支援者用テキスト」の素案について

　事務局から，５つの「学習プログラム」を実施していただくにあたって，プログラムのねらい・目的，ポイント，展開の仕方，留意点等を1冊にまとめた「支援者用テキスト」（案）の説明を行った。

⇒別紙資料1参照
部会長　　　　それでは，今の事務局からの説明について，ご質問，ご意見をいただきたい。
委　　　　員　　　哺乳びんむし歯って，どういう意味で使っているのか？母乳をあげていても哺乳びんむ
し歯って言うのか。
委　　　　員　　　ミルクや母乳をだらだらと飲みながら眠る習慣があるとむし歯になりますよと言うこ
　　　　　　　　　とを伝えたい。
　
委　　　　員     　 幼い時のむし歯は，まわりの大人のむし歯菌の感染であって，原因などの知識もプロ
グラムに入れてはどうか。  

部会長　　　　  支援者用テキストに，たくさんの知識を盛り込めないので，ここだけは抑えておきた
　　　　　　　　　いポイントを入れたい。　
委　　　　員　　　　母乳で育てている方が混乱され悩まれた時は，プログラム終了後に個別に対応できる
システムづくりが必要である。
事務局　　　　　　　支援者向けの詳しい冊子も作成するので，そこできちんとポイントを入れておきたい。

委　　　　員　　　　親子で遊ぼうのところでは，具体的にわらべうたなどを入れた方が良いのではないか。　　　　
委　　　　員　　　　支援者用のテキストには具体的な資料（ふれあい遊びやわらべうた等）を入れたもの
を作成する。支援者には，その中から必要なものを選択していただく内容となる。
２　学習プログラム」試行実施及び活用場所について
　　　事務局から，様々な形態の場所で，乳児期・幼児期の各プログラムを2回以上，学童期の「いつくしむ」「受け止める｣｢認める」「つながる」のプログラムを１回以上で試行実施したい。
· 支援者の派遣は考えていない。それぞれの機関で手弁当でお願いしたい。
· 各実施機関で広報していただき，自発的にプログラムを実施していただきたい。

· アンケートより試行実施の報告書をいただき，ご意見を踏まえてプログラム等を修正し，本格実施に向けていきたい。
⇒別紙資料２，３参照

事務局　　　　　　様々な場所で，各プログラムを試行実施で2回以上お願いしたい。各機関で，どのような場で試行実施できるか，ご意見を賜りたい。
委　　　員　　　　各保健所で，すでにプログラムが組まれているので，既存のプログラムに入れられるか
検討する。

委　　　員　　　　親子であそぼう，離乳食については保育園で実施できると思うので当たってみる。
委　　　員　　　  市営保育所では，妊娠期から乳幼児期の各プログラムの試行実施が可能なので，各保育
所で出来るだろう。
委　　　員　　　　子どもとのかかわり方であれば，3歳児のある幼稚園2ヶ所で実施できるよう，園長会
にかけてみる。
委　　　員　　　　園のサークルにプログラムの試行実施が出来ないか当たってみる。
委　　　員　 　　 市内に12ヶ所ある「つどいの広場」は地域での実施場所として可能ではないか。
委　　　員　　　　保育園ではない地域の場を使うとしたら「つどいの広場」なら可能だと思う。
委　　　員　　　　下京の格致つどいの広場が，毎月何らかのイベントや講座をされているので，そこでプ
ログラムの試行実施することは可能である。

事務局　　　　　　試行実施をして考えておられる機関につきましては窓口を含め，6月末までにご連絡いただきたい。
　　　　　　　　　活用の場によって支援者が必要かどうか，支援者養成もふまえてご意見を賜りたい。
部会長　　　 保育士等の専門職がいる所はいいが，地域での子育てサロン等での活用の場合は支援者
の養成が必要になってくるのではないか。
委　　　員　　　　場所によって支援者の意見が様々では，母親の立場として不安になる。支援者にこのプ
ログラムの内容や主旨を伝える養成講座は必要である。
事務局　　　　　　支援者の養成講座というより，研修会か説明会がいいのか，どのような方に支援者の対象者になっていただくのかで内容が変わってくる。現在，子育て支援に関わっておられる方であれば講座まで必要ないのではと考えている。
　部会長　　　　  サロンなどの支援者側が，子どもや親とののかかわり方で悩んでいることも多く学びた
いと思っている人もいる。思いだけで支援は出来ないので，学べる場が必要である。
委　　　員　　　　子育て支援に関わっていただいている方には，支援者としての知識と親のニーズを知っ

ていただき，専門職の方には内容等を確認しあう事が必要である。
委　　　員　　　　研修も大事だが，体験してもらう事が大切である。親切でやっていても押し付けになる
と駄目。受け入れてもらってからでないと子育て支援は難しい。　
３　親用情報冊子(案)の内容等について
       事務局から，親用情報冊子のイメージの説明。

　　　　　　　　　

 事務局　　　　　 それぞれの専門分野からすでに情報冊子が配布されているので，この冊子については親が学んでいく必要性やどこで学べ，どこで資料が入手できるのかなどを盛り込んだリーフレット的な冊子を考えている。
　　　　　　　　
委　　　員　　　 最近は活字を読むことが苦手なお母さんが多い。イラストやマンガをたくさん盛り込ん
で，読んでみようと思えるように工夫をしないと読んでもらえない。
委　　　員　　　 土曜塾のように，どこでどのようなプログラムが実施されるのかが分かるようなタイム
リーな冊子にしたい。
　
部会長　　  次の部会には，親用情報冊子を出していただけると検討しやすいので，素案を提出し
ていただきたい。

４　その他　
次回の部会は，7～8月の試行実施をしていただいた結果をまとめ，9月に「妊娠期乳幼児期部会」の開催を予定している。また，日程調整させていただく。　
